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　はじめに；膵の放射線学的検査は，種々のものがあ

るが，スクリーニング検査としては，従米より，膵シ

ンチグラムが広く行なわれているが，近年内視鏡的逆

行性膵・胆管造影（ERCP）が，施行されている。

今回，我々は，膵シンチグラムとERCPを施行した
症例について，比較検討したので，症例をまじえ報告

する。

　対象及び検討方法；検査対象は，ERCPの手技が

比較的安定した1975年1月より，1978年3月
までに，当科に入院し，ERCP及び膵シンチグラム

を施行し，臨床症状・検査所見・手術などにより診断

した186症例である。その内分けは，膵癌16例，慢性

膵炎88例，胆石症i8例，1曼性膵炎を伴う胆石症lt例，

その他53例であるo検討万法としては，膵シンチグラム

を，膵描出の程度に応じ，正常，軽度・中等度・高度機能

低F，限局性欠損の各群に分相したo又ERCPにおいて

も，主膵管及び分枝の変化により，正常，軽度・中等度・

高度膵管異常，閉塞の各群に分類し，膵ンンチグラム像を

比較検討したo

　結果；縦にERCP，横にシンチグラムの各群をとり，

186症例について検討すると，ERCPの正常例中，シ

ンチグラムが正常であつた症例は，84例中48例57．1

％であつたoERCPが軽度異常例中，シンチグラムが異

常を呈したものは，43例中28例65．1％，中等度では，

2t例中18例851％oERCPが高度，閉塞の各群で
は，全例シンチグラムで異常を示したo慢性膵炎88例に

ついては，シンチグラムで異常を呈した例は，ERCP正

常群では，24例中L3例542％oMIP群では，29
例中20例69．0％oMoP群では，17例中15例88．
2％。ADP群は，全例異常を認めた。膵癌の16症例で

は，シンチグラム上，限局性lo例，軽度・高度機能低下が

各々3例ずつであつたo

　結論；膵シンチグラムは膵の｛幾能と形態を，ERPは膵

管の形態を示すものであるが，両者の所見に高い相関関係

を認めたo膵シンチグラムは，読影上，種々の問題点があ

り，慢性膵炎と膵癌との鑑別診断が困難な症例もあるが，

高度慢性膵炎と膵癌では，全例異常を認め，スクリーニン

グ検査としての意義は高いと思われるo
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　　　　　耳下腺腫瘤における99MTc　tsよび67Gaスキ

ャンの検討
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　耳下腺腫脹をきたす疾患には，腫瘍，嚢腫，耳下腺

炎などがあb，これらは触診を中心とした臨床所見で

診断が可能なことが多いが，時に鑑別に迷うことがあ
る。

　今回，我々は昭和48年11月から昭和53年4月
までに耳下腺部腫脹を主訴として来院した92症例に
ついて，99MTc－0ごによる耳下腺スキャンを施行し，

さらにその内大部分VC　6コ（｝aスキャンおよび一部に

201TL・CLスキャンを施行した。このうち確定診断の

ついた60例について，耳下腺の核医学的検査法の有

用性を検討した。

　60例の内訳は悪性腫瘍8例，良性腫es　16例（内

Warthin　9瘍　2例），耳下腺炎24例，嚢腫3例，耳

下腺周囲リンパ節炎3例，その他6例である。

　テクネシウムによるスキャンは99mTc－0丁5mCi

を静注し10分後，シンチカメラにて頭部正面および
両側面スキャンを行い，ガリウムスキャンぱGaτit田te

lmCi静注し48時間後に5インチスキャナーにて頭

部正面tsよび両側面スキャンを行った。症例によって
は，6iGa－citrate静注後30分のearty　scanをも行

った。

　悪性腫瘍では8例中7例（87．5％）に腫瘤側耳下腺

に99mTcスキャン上欠損が認められ，67Gaスキャンを

行った全例に強い集積が認められた。良性腫瘍の大部

分は混合腫瘍で14例全例に99rcスキャン上明らか

な欠損像が認められ，67Gaスキャンを行った症例のう

ち，唾液腺造影，又は生検を行った症例を除くと，た

だ1例のみに67Gaの集積を認めた。　Warthin腫瘍（2

例）では1例は腫瘤に一致した強Lx＞　99MTcの集積を示

し，他の1例では正常耳下腺と同程度の集積を示した。

耳下腺炎（24例）では99mTcスキャン上欠損像を呈

するものはなく，99MTcの集積に関しては増加するも

の，正常側と等しいもの，低下を示すもの等さまざま

であった。

　以上の結果からvgmTc　bよび67Gaによる耳下腺スキ

ャンは，各種耳下腺腫瘤の鑑別診断に有用であると考

える。
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